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1. はじめに 

近年、学校における ICT 活用の充実にむけての動きが活発である。特に GIGAスクー

ル構想の推進によって１人１台端末の整備が進められ、ICTを活用した授業スタイルは

「当たり前」となりつつある。そのような環境下で、マーケティングの授業においては

効果的に ICT を活用することができていないのではないだろうか。現行のマーケティ

ングの授業は、教科書をもとに理論やフレームワークの意味や内容を習得させること

に特化（知識伝達型）している。 

また、学習指導要領の改訂により「何ができるようになったか」を明確にすることが

求められる。これまでのマーケティングの授業では暗記中心のテストが主な評価の対

象となっており、それでは「何ができるようになったか」を明確にすることが難しい。 

このように、生徒にとってマーケティングはテストで高得点を取る為に学習する教

科となっている。こういった現状から脱却するために、ICT を効果的に活用し、マーケ

ティングに関する思考力・活用力の習得を目指す「新しいマーケティングの指導方法」

の研究に取り組んだ。 

 

2.研究概要 

2.1 最新のマーケティング事情 

 昨今の新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けての消費者行動の変化と広告費

の推移から最新のマーケティングについて研究、考察を行った。デジタルマーケテ

イングの強化、最適なメディアミックスの変化などをまとめることができたが、ス

ペースの都合上今回は報告を省略する。 

 

 2.2 事例を中心としたマーケティングの指導方法 

  事例を中心とした授業を展開することで実践的・体験的な学習活動を実現し、理

論・フレームワークの習得に加え、マーケティングに関する思考力、活用力の習得を

目指し研究を行った。事例を中心とした指導方法提案に向けて授業実践を実施した。

（10/26 安芸桜ケ丘高校 2 年生「マーケティング」） 

2.2.1 授業実践について（市場調査） 

  



内 容 授業展開 

   授業後に課した小レポートに対する生徒の回答(抜粋)は図 1(A)に示す。なお、

市場調査の授業にて活用したスライドは図 1(B)の QR コードにて共有する。 

（図 1 市場調査の授業実践） 

  
(A)小レポートに対する回答(抜粋) (B)スライド 

2.2.2 授業実践について(４P 政策) 

  

内 容 授業展開 

  授業内での各発問に対する生徒の発問(抜粋)は図 2(A)、授業後に課した小レポー 

トに対する回答(抜粋)は図 2(B)に示す。なお 4P 政策の授業実践で活用したスライド

は図 2(C)の QR コードにて共有する。 

（図 2 4P 分析の授業実践） 

 

 

(A)授業内の発問に対する生徒の回答 (B)小レポートに対する回答(抜粋) 

 

(C)スライドの共有 

  2.2.3 事例を中心とした授業実践に関する分析 

   【ICT 活用について】 

     ・「Classroom」のお知らせ機能を活用した「Q＆A」 

リアルタイムで生徒の意見を、共有・反映しながら授業を展開できる記

録として残るので評価の対象となり、平等な評価につなげることができる。

以上の理由から効果的であると感じた。 

・Google スライドへの質問の回答の入力 



   共有という面に関しては高い効果は感じられなかったが、ワークシー

ト等に手書きする余地も良く入力できているように感じた。生徒によって

は「書く」という作業が思考の妨げになっているのではないか。 

   【事例を中心とした指導方法について】 

      生徒の反応や小レポートの内容を見て、一定の手応えを得ることができ

た。事例を中心に体験的に学ぶことでマーケティングの学習が深まってい

く可能性を感じた。事例を中心とした指導方法の提案モデルを図 3(A)、モ

デル例を図 3(B)に示す。 

（図 3 事例を中心とした指導方法の提案モデル） 

  
(A)提案モデル (B)提案モデル例 

 

2.3 反転授業を活用した指導方法 

   事例を中心とした授業を展開すると時間的制約(時数不足等)が生まれることが 

予測される。時間的制約を解消するために反転授業の導入に向けた研究に取り組

んだ。 

 2.3.1 反転授業の授業モデルと高校における反転授業の導入について 

  高知工科大学で行われている反転授業を導入した講義のモデルを図 4(A)に、

高校のマーケティングにおける反転授業の可能性について図 4(B)に示す。 

（図 4 反転授業のモデル例と反転授業の可能性） 

  
(A)「マーケティング論」のモデル例 (B)反転授業の可能性 

   2.3.2 反転授業を導入した授業実践について 

    2 月 1 日(本報告書作成日：1/6)に安芸桜ケ丘高校にて授業実践を予定してい 

る。学習内容は、「サプライチェーンマネジメント」について、図 5 に予定し 

ている授業内容、授業の流れ等を示す。 

（図 5 授業実践の予定内容、流れ） 



 
2.3.3 反転授業における評価について 

   反転授業において生徒の活動をどのように評価するのか明確にする必要があっ

たので、評価モデルについて研究を行い、作成した。ICT を活用することで、従

来の授業より多くの観点を評価できることが期待される。大前提として、反転授

業を導入したマーケティングでは定期考査は実施せず、レポートを課す。反転授

業の評価の概要について図 6(A)、2 月 1 日に実施予定の授業実践に向けて作成し

た小レポートに関するルーブリック評価を図 6(B)に示す。また、授業実践の評価

方法・対象・内容については図 6(C)に示している。 

（図 6 反転授業に関する評価） 

  

(A)評価の概要 (B)小レポートのルーブリック評価  

 

(C)授業実践の評価方法・対象・内容 

 

3.まとめ 

 本研究は、ICT を活用して事例中心の指導方法、反転授業を活用し、実践的・体験的

な学習を提供することでマーケティングに関する活用力、思考力を獲得することに重

点を置き、取り組んできた。「マーケティングは答えが無限にある」ということに研究

を通して再確認することができた。だからこそこれまでの知識伝達だけの指導方法か

ら脱却し、思考し、活用することでマーケティングに対する自分なりの考えや意見、視

点をもつこと、そして共有を通して様々な意見や考え方に触れることが、生徒にとっ

て大切なことだと考えた。 

 今後は、事例中心の指導、反転授業を活用した指導を現場で 1 年間を通して実践し

検証・研究を続け、よりよい指導方法を提案していきたい。 
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